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会員随時募集中！お知り合いの方にぜひご紹介ください 

◇正会員：KU-MA のミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  
年会費 個人：10,000 円(学生 5,000 円)、法人・団体：50,000 円 

◇賛助会員：KU-MA のミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 
 年会費 個人：１口 1,000 円、法人・団体：１口 50,000 円 
※個人賛助会員への会員証の発行、メールマガジンの送付は 5口以上からです。 

会費や寄付のお振込先 
【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 
横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 
特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  
会長 並木 道義（ナミキミチヨシ） 

クレジット決済もできるようになりました。 

ホームページよりお申込みいただけます。 

「子どもの宇宙」を広げ 未来を豊かに 
 KU-MA は JAXA 宇宙教育センターと宇宙教育活動に関する協定書に 

基づき、連携・協力しながら宇宙教育活動を推進しています 
「宇宙の学校®」は、KU-MA の登録商標です 

認定NPO法⼈ ⼦ども・宇宙・未来の会「宇宙の学校」事務局 
〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1 JAXA内 

電話・FAX : 042-750-2690  
E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :https://www.ku-ma.or.jp 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 

自主事業 
AWS In Communities 助成「絆プロジェクト」 
児童養護施設中心子どもの家 ①7/22 ②8/15 
フリースクール太陽の村   ①8/22  
8/11 宇宙の教室 in 宇宙の店 ワークショップ 
8/13 宇宙の教室 in 宇宙の店 ワークショップ 

宇宙の学校®事業 
7/20 宇宙教育指導者セミナー ふれあいエスプ塩竈 
   (宮城県塩竈市) 

イベント・CSR 事業 
7/5 安来市立小・中学校 出前授業(島根県安来市） 
7/6 さんそ学習館ケイオス宇宙教室(島根県安来市） 
7/31 国立情報学研究所コンピュータサイエンスパーク 
   熱気球をあげよう！（東京都千代田区） 
8/2 CKD ものづくりから学ぶ理科教室支援 

（愛知県小牧市） 
8/23 MHI 愛知県医療療育総合センター理科授業支援 
   （愛知県春日井市） 
8/24 MHI 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館 

実験教室支援（岐阜県各務原市） 
9/16 ミッテン府中 つくって学ぶワークショップ (東京

都府中市)ホバークラフトをつくろう 
9/22 ミッテン府中 つくって学ぶワークショップ 

（東京都府中市）星砂を探して星座絵をつくろう 
9/23 ミッテン府中 ワークショップ 

（東京都府中市）スポイトロケットをつくろう 
その他 
8/7～9 小惑星 2001CC21 命名キャンペーン 

名称選定会議開催サポート 

会員情報 

正会員 165（個人：148 学生：5 企業・団体:12） 

賛助会員 49（個人：39 企業・団体：10） 

みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、KU-MA 活動を展開

させていただいております。 

日頃のご支援に心より感謝を申し上げるとともに、引き続き、活動および

活動資金へのご協力をお願いいたします。 

当会への寄付（賛助会費含む）は、寄付金控除の対象となります。 

詳しくはホームページでご確認ください。 

活動予定 

自主事業 
AWS In Communities 助成「絆プロジェクト」 
フリースクール太陽の村 ③10/23 
児童相談指導教室(中央区)①10/15②11/19③12/10 
児童相談指導教室（南区）①10/9②11/7③11/18 

宇宙の学校®事業 
後期 宇宙教育指導者セミナー（予定） 
仙台、石川、四日市、小牧 

イベント・CSR 事業 
11/9 目黒区商工まつりリバーサイドフェスティバル 

講演会（東京都目黒区） 
11/16 さんそ学習館ケイオス宇宙教室（島根県安来市） 
12/19 MHI 私立中学校 理科授業（埼玉県） 
   おとなの宇宙の学校（東京都国分寺） 

2024 AWS InCommunities 助成プログラム事業を今年度も実施 

2024 アマゾン・ウェブ・サービス(AWS) In Communities 助成
プログラム事業「絆プロジェクト」を今年度も実施しています。 

AWS InCommunities 助成プログラム（事務局︓認定特定⾮
営利活動法⼈⽇本 NPO センター）の⽀援を受け、昨年度より継
続の相模原市内児童養護施設とフリースクールの⼦どもたちを対象
とした宇宙の教室3 回シリーズ（宇宙教育活動）を⾏っています。 
昨年度より参加者数が増加し、少し難しいお話も集中して聞いて、
その後の⼯作にも積極的に取り組んでいました。今年度は、これま
での２施設（児童養護施設、フリースクール）に加え、新たに相
模原市内の 2 つの児童相談指導教室での活動も実施予定です。 

▲ミッション１ 

①宇宙の話 宇宙と私たち(私の体の元素と超新星爆発) 

②実験工作 身近なレンズの不思議 -望遠鏡を作ろう- 

AWS InCommunities について 
Amazon Web Service（以下、AWS）は、同社がインフラシステムを
構築・運⽤する世界の地域において、より良い⻑期的なインパクトをもたら
すための社会貢献プログラム AWS InCommunities を実施しており、⽇
本でも同プログラムが 2023 年から展開されています。  
AWS InCommunities 助成プログラムは、AWS が⽀援の柱とする４つ
の分野︓１．STEAM 教育、２．若年層の雇⽤につながる IT スキル
向上トレーニング、３．環境活動、４．地域ニーズ に関する活動を⾏う
⾮営利団体に対して、特定⾮営利活動法⼈⽇本 NPO センターが事務
局となって、当該分野の活動に対して助成を⾏っています。 
(⽇本 NPO センター ホームページより)  

▮編集後記 

▲宇宙の教室 in 宇宙の店 ワークショップ 開催模様 

▲小惑星 2001CC21 命名キャンペーン選定委員の子どもたち 



国立情報学研究所「コンピュータサイエンスパーク」

に参加しました。プログラミングをテーマにしている

エリアが多い中、KU-MA だけが「熱気球」なので子ど

もたちが参加してくれるか不安でしたが、始まったら

各回満員(4 回実施)で、熱気球を作りたくて来たとい

う家族もいて、大変好評でした。日頃「宇宙の学校®」
でも実施していますが、参加者が協力して大きい熱気

球(1.8m×3m)を作り、ドライヤーで膨らまして揚がっ

ていく様子を参加者だけではなく、サイエンスパーク

の出展者・スタッフも楽しそうに眺めていました。 

このイベントは会員の廣野清美さん、同じく会員の三

浦謙一さん（国立情報学研究所名誉教授）の紹介で参

加することができました。この場を借りて御礼申し上

げます。 

 

 

 

 

 

連載 4 回シリーズ  

今日の宇宙の天気は晴れ！  

  ～宇宙の天気を予報する～ 会員 小原 隆博さん 

   
   第４回（最終回）：宇宙の嵐への対策 

宇宙へ出かける時は宇宙天気予報を忘れずに 

 
 私は東北大学に異動する前は、JAXA 宇宙環境グループに在籍していました。そこでは、人工衛星などを用い

て、地球嵐によって増加する放射線帯電子や、太陽フレアによって発生する太陽放射線の地球への侵入につい

て観測と研究を行なっていました。宇宙放射線の影響は、人工衛星の各部に現れます（図参照）。 

宇宙環境グループでは、人工衛星周辺の放射線環境を定

量的に見積もる作業を行い、更に、人工衛星事故発生時

における宇宙環境の状態の分析を行いました。 

  

 宇宙放射線以外にも人工衛星は宇宙環境から悪影響

を受けます。オーロラ上空を飛翔するとき、オーロラ電

子の急襲により人工衛星は大きく帯電し、その結果、放

電を発生させます。放電が原因となって永久故障した人

工衛星があることは、良く知られています。 

   

 様々な経験を通じて、私たちの中には、宇宙環境変動

に強い衛星をつくりたいという想いがわいてきました。 

JAXA の衛星設計基準改定プロジェクトに参加して、 

宇宙環境ワーキンググループを主宰するとともに、帯電や部品のワーキンググループに参加し、宇宙工学の専

門家の皆さんと、劣悪環境下での衛星帯電について、共同研究を行ないました。宇宙空間に暴露している部分

の導電性を確保し、誘電体には電荷の逃げるパスを作る。さらに、重要なデバイスについは、シールドなどの

保護をしっかり行い、機器の動作には冗長性を持たせるなどの宇宙環境対策を行うことで、宇宙での衛星事故

を低減させることに努めました。 

 電子機器へは、こうした宇宙環境対策が可能ですが、人間は放射線に対する耐性はありません。過酷な宇宙

空間で、宇宙飛行士の活動の安全を守るためには、宇宙天気予報は不可欠です。本シリーズの終わりにあたり、

あらためて、精度の高い宇宙天気予報の重要性を述べたいと思います。＜おわり＞ 
 

 

 
 

  

【プロフィール】 

小原隆博 おばらたかひろ  東北大学名誉教授、放送大学客員教授、 KU-MA 会員 

文部省宇宙科学研究所助手、情報通信研究機構グループリーダー、 

宇宙航空研究開発機構グループ長、東北大学理学研究科教授を歴任。 

専門は宇宙天気予報、特に地球放射線帯（バンアレン帯）変動予測。 

田中舘賞受賞。理学博士（東北大学） 

4 回シリーズでお届けした⼩原先⽣の宇宙天気シリーズですが、今号で最終回となりました。少し前に北海道でオーロ
ラが観測されたなど、すでに宇宙天気がアナウンスされていますね。今⽇の「宇宙天気は〜」と⽿にする⽇も案外近い
かもしれないですね。4 回の連載にご協⼒下さいましてありがとうございました。⼼より御礼申し上げます。 
次号は、インタビュー記事を掲載予定です！ 

図題：宇宙環境の影響を強く受ける⼈⼯衛星 

さんそ学習館ケイオス(島根県安来市)で、夏休み特別企画として
2 日連続で宇宙教室が開催され、KU-MA が協力しました。両日とも
KU-MA 会員の大川拓也さんが講師を務めてくださいました。 
24 日は天体望遠鏡を作って星を観てみようということで、天体観
測の歴史や望遠鏡の仕組みの話を聞いてから望遠鏡を作りまし
た。工作は少し難しそうでしたが、先生の話をよく聞いて家族で
協力しながら、全員無事に完成しました。三脚の使い方も教わり、
さあ観測だと外に出たら、残念ながら空は雲に覆われて月も星も
見えませんでした。替わりに遠くに見える鉄塔の灯りを星に見立
て、望遠鏡の覗き方を練習しました。最初は目標に合わせるのに
苦労していましたが、しばらくすると見えた！という声が聞こえ
てきます。大川先生にチェックしてもらってみんな合格！全員目
標に合わせられるようになりました。自分で作った天体望遠鏡で
見えるのが嬉しいようで「晴れたら月を見てみたい」と話してい
ました。 
25 日は星のお話とくるくる銀河風車の工作です。 
人類の観測の歴史から始まり、星や銀河のお話へと 
続いていきました。 
大川先生の優しい語り口にみな聞き入っていま 
した。工作も得意なお子様が多く、みんな上手に 
銀河が回る風車を完成させていました。 

国立情報学研究所コンピュータサイエンスパーク 

2024 年 7 月 31 日 国立情報学研究所コンピュータサイエンスパーク  

スカイ・エクスプローラーズ 熱気球をとばそう！ 

講師：並木 道義(会長) ・菅 雅人(会員) 

活動トピックス 7 ⽉〜8 ⽉ 

さんそ学習館ケイオス夏休み特別企画 

2024 年 8 月 24 日 天体観測 講演と望遠鏡工作と夏空の天体観測 

2024 年 8 月 25 日 宇宙教室 講演と工作教室 

講師：大川 拓也（会員） 


